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梅雨の季節を迎え、蒸し暑い日が続いておりますが、６月定例会の開会

にあたり、まずもって議員皆様方のご健勝を心からお喜び申し上げます。  

 

ただいま上程されました各議案の提案理由の説明に入ります前に、今回

の補正予算の概要について説明申し上げます。  

 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う市内経済や市民生活への対応と

して、「経営及び雇用の維持・継続への支援」及び「感染拡大防止と生活の

安定」を基本方針とし、国、県の施策とあわせ、切れ目のない対策を段階

に応じて適切に展開することとしています。  

今回の補正予算は、その第３段階（計画的支援段階）として、本市経済

の回復・活性化のため、国の令和２年度補正予算（第１号）などの活用と

あわせ財政調整基金を取り崩して事業規模約５５億円の経済対策を実施す

ることとし、プレミアム分１５％を含む過去最大規模となるプレミアム付

商品券「させぼ振興券」の発行など を行うとともに、 Ｓｏｃｉｅｔｙ    

５．０時代を生きる児童生徒に必要となる資質・能力を育み、また、家庭

での学習支援も含めた教育機会確保のための市立小中学校・義務教育学校

におけるＧＩＧＡスクール構想の環境整備や、新型コロナウイルス感染症

の第２波・第３波への備えとして、感染拡大防止策・感染症対策のため新

たに衛生資器材を備蓄する経費など、合計で１８億１，９１８万円を計上

いたしております。  

また、国、県の補助決定などに伴うものとして、米生産者の経営安定及

び担い手の生産基盤強化を図るため、米の乾燥調製施設（ライスセンター）

の整備に対する支援を行う農産施設・機械等整備事業費など２億２８５万

円や、令和元年８月２７日から２９日にかけて発生した集中豪雨による農

業用施設災害復旧費８，４９０万円を計上したほか、災害発生時における

備蓄品拡充を行う災害援護事業費などの計上や日野小学校校舎改築・長寿

命化事業の延期に伴う小学校施設整備事業費の減など、８，４８７万円を

減額計上し、一般会計の合計で２０億２，２０６万円を計上いたしており

ます。  

特別会計においては、国民健康保険事業、介護保険事業及び後期高齢者

医療事業の各会計において、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策とし

て生活の安定を図るため、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が

減少した被保険者等に対し、保険税または保険料の減免措置を講じること
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に伴う還付金や後期高齢者医療広域連合納付金の減など、合計で１５３万

円を計上し、全会計合わせて２０億２，３５９万円を計上いたしておりま

す。  

 

それでは各議案につきまして提案理由を説明申し上げます。  

 

第６８号議案  令和２年度佐世保市一般会計補正予算（第６号）  

今回の補正予算は、２０億２，２０６万円でございまして、この結果、

予算の総額は１，５０６億５１４万円と相成っております。  

民生費でございますが、社会福祉費におきまして、特別支援学校等の臨

時休業に伴う放課後等デイサービス事業所の利用増に係る経費について給

付を行う障がい者介護給付事業費など２，２０５万円を計上するとともに、

児童福祉費におきまして、登園自粛要請による保育料の日割り減免額に対

し給付を行う私立保育所等運営費８８９万円を計上し、災害救助費におき

まして、災害援護事業費３，８２５万円を計上いたしております。  

農林水産業費でございますが、農業費におきまして、農産施設・機械等

整備事業費３億５５０万円を計上いたしております。  

商工費でございますが、商工費におきまして、させぼ振興券発行事業費

など６億６，３８７万円を計上し、観光費におきまして、観光客誘致促進

事業費４５６万円を計上いたしております。  

土木費でございますが、道路橋りよう費におきまして、橋りよう修繕事

業費など１億５，１５１万円を計上し、河川費におきまして、急傾斜地崩

壊対策事業費１，５２０万円を計上いたしております。  

港湾費でございますが、港湾建設費におきまして、鯨瀬ターミナル周辺

機能再編事業費２，８０４万円を計上し、港湾施設改良事業の国直轄事業

に対する本市負担金など２億９，７４０万円を減額計上いたしております。 

消防費でございますが、消防費におきまして、救急装備等管理事業費

５３４万円を計上いたしております。  

教育費でございますが、教育総務費におきまして、情報教育ネットワー

ク推進事業費５５０万円を計上し、小学校費におきまして、教育用パソコ

ン 整 備 費 な ど ７ 億 ３ ， ５ ５ ６ 万 円 を 計 上 し 、 小 学 校 施 設 整 備 事 業 費

７，２４２万円を減額計上するとともに、中学校費におきまして、教育用

パソコン整備費など３億２，６４６万円を計上したほか、保健体育費にお

きまして、学校給食実施に関する事業費など１，３７２万円を計上し、佐
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世保市学校給食センター管理運営費１，７４７万円を減額計上いたしてお

ります。  

災害復旧費でございますが、農林水産施設災害復旧費におきまして、

１２箇所分、８，４９０万円を計上いたしております。  

 

これらの経費を賄う財源といたしまして、  

国庫支出金    ７億８，５４４万円  

県支出金     ４億   ３３５万円  

繰入金     １１億５，８７６万円  

をそれぞれ計上し、  

市債など     ３億２，５４９万円  

を減額計上いたしております。  

 

なお、債務負担行為及び地方債の補正につきましても、所定の様式によ

りご審議願うものでございます。  

 

 

第６９号議案  令和２年度佐世保市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）  

今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として生活

の安定を図るため、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少し

た被保険者等に対し、保険税の減免措置を講じることに伴い、歳入におい

て令和２年度分に係る保険税５，９３８万円を減額計上するとともに、歳

出において令和元年度分の還付金３６１万円を計上するなど、歳入歳出そ

れぞれ５００万円を計上いたしております。  

 

第７０号議案  令和２年度佐世保市介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）  

今回の補正予算は、第６９号議案と同様、新型コロナウイルス感染症の

影響により収入が減少した被保険者等に対し、保険料の減免措置を講じる

ことに伴い、歳入において令和２年度分に係る保険料３，５６７万円を減

額計上するとともに、歳出において令和元年度分の還付金２３２万円を計

上するなど、歳入歳出それぞれ４０５万円を計上いたしております。  
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第７１号議案  令和２年度佐世保市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）  

今回の補正予算は、第６９号議案と同様、新型コロナウイルス感染症の

影響により収入が減少した被保険者等に対し、長崎県後期高齢者医療広域

連合が保険料の減免措置を講じることに伴い、歳入において令和２年度分

に係る保険料８３５万円を減額計上するとともに、歳出において令和元年

度分の還付金５５万円を計上するなど、歳入歳出それぞれ７５２万円を減

額計上いたしております。  

 

第７２号議案  佐世保市税条例の一部を改正する条例制定の件  

地方税法等の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感染症及びそのまん

延防止のための措置が納税者等に及ぼす影響の緩和を図るため、中小事業

者等の設備投資に係る固定資産税の課税標準の特例措置の拡充など、必要

な税制上の措置を講じるほか、固定資産税等における現に所有している者

の申告の制度化や、市たばこ税における軽量な葉巻たばこの課税方式の見

直しなどを行うものでございます。  

 

第７３号議案  佐世保市手数料条例の一部改正の件  

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の一部改正により通知カードが廃止されたことに伴い、通知カードの再

交付に係る手数料の規定を削除するものでございます。  

 

第７４号議案  佐世保市介護保険条例の一部改正の件  

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した介護保険被保険

者等に対し保険料の減免措置を講じることに伴い、減免の申請期限に係る

規定を整備するものでございます。  

第７５号議案  佐世保市国民健康保険条例の一部改正の件  

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した国民健康保険被

保険者等に対し保険税の減免措置を講じることに伴い、減免の申請期限に

係る規定を整備するものでございます。  

 

第７６号議案  佐世保市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部改正の件  

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て
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支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、特定地域型保育事業に

おける連携施設に関する要件を一部緩和するものでございます。  

 

第７７号議案  佐世保市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正の件  

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、家庭

的保育事業者等における連携施設に関する要件を一部緩和するとともに、

居宅訪問型保育事業者が提供する保育の規定を明確化し、引用条項を整理

するものでございます。  

 

第７８号議案  佐世保市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正の件  

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、

放課後児童支援員の資格要件に規定している研修の実施者を追加するもの

でございます。  

 

第７９号議案  工事請負契約締結の件  

泉福寺住宅１３号館建替（建築）工事に関し、契約金額５億９，５０５万

６，０００円で、みなと建設・森建設・谷山建設共同企業体と請負契約を

締結するものでございます。  

工事の概要は、鉄筋コンクリート造９階建て、延べ面積３，２６８．７９平

方メートルの建築を行うものでございます。  

 

第８０号議案  制作請負契約（変更契約）締結の件  

令和元年６月定例会及び令和２年３月定例会で議決をいただきました福

井洞窟ガイダンス施設（仮称）展示制作につきまして、新型コロナウイル

ス感染症に係る緊急事態宣言の影響により展示制作の工程に遅れが生じて

いるため、令和２年８月３１日までとしていた履行期間を令和２年１０月

３１日までに変更するものでございます。  

 

第８１号議案  佐世保市有財産取得の件  

 吉井、世知原、宇久、小佐々、江迎及び鹿町地域に整備する２８０メガ

ヘルツデジタル同報系無線システムに係る戸別受信機１万２００台を２億

４４８万４，５００円で購入するものでございます。  



 6 

 

第８２号議案  佐世保市有財産取得の件  

 前畑崎辺道路整備事業の用地として、５，１５２平方メートルの土地を

３，８１４万１，７０６円で取得するものでございます。  

 

第８３号議案  市道の認定及び廃止の件  

道路法第８条第２項の規定により、天神二丁目１０号線ほか３路線を認

定し、同法第１０条第３項の規定により、柚木原線ほか１路線を廃止する

ものでございます。  

 

第１１号報告  令和元年度佐世保市一般会計継続費繰越計算書報告の件  

地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により報告するものでござい

ます。  

 

第１２号報告  令和元年度佐世保市一般会計繰越明許費繰越計算書報告の

件  

第１３号報告  令和元年度佐世保市港湾整備事業特別会計繰越明許費繰越

計算書報告の件  

以上２件につきましては、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に

より報告するものでございます。  

 

第１４号報告  令和元年度佐世保市一般会計事故繰越し繰越計算書報告の

件  

地方自治法施行令第１５０条第３項の規定により報告するものでござい

ます。  

 

第１５号報告  令和元年度佐世保市水道事業会計予算繰越計算書報告の件  

第１６号報告  令和元年度佐世保市下水道事業会計予算繰越計算書報告の

件  

以上２件につきましては、地方公営企業法第２６条第３項の規定により

報告するものでございます。  

 

第１７号報告  建物明渡等請求訴訟の提起及び損害賠償の額の決定に係る

市長専決処分報告の件  
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市営住宅使用料滞納者に対する建物明渡等請求訴訟の提起及び市道の管

理瑕疵等に係る損害賠償の額の決定について、地方自治法第１８０条の規

定により専決処分いたしましたので、報告するものでございます。  

 

以上、何とぞよろしくご審議のうえ、ご賛同賜りますようお願い申し上

げます。  

 

引き続きまして、お許しをいただき、新型コロナウイルス感染症に係る

対応状況等及び３月定例会から今日までの市政の重要事項について報告申

し上げます。  

 

【新型コロナウイルス感染症に係る対応状況等について】  

ご報告の前に、改めて、感染防止のための「新しい生活様式」の実践に

ご協力いただいている市民の皆様、議員の皆様に心よりお礼申し上げます

とともに、医療及び福祉などの関係者の皆様、また、厳しい経営状況のな

か、営業自粛等にご協力をいただいた事業者等の皆様に対しまして、改め

て、心より感謝とおねぎらいを申し上げたいと存じます。  

さて、県におかれては、５月２８日に、政府における全都道府県を対象

とした緊急事態解除宣言を踏まえ、県内の対応方針を示されました。  

これを踏まえ、本市におきましても、市民の皆様に対しまして、引き続

き北海道及び首都圏の一部への移動については、６月１８日までは慎重に

判断をしていただくことや、観光につきましては、人との間隔を確保しつ

つ、まずは県内から徐々に再開していただきますようお願いしたところで

ございます。  

また、事業者の皆様に対しましては、テレワークや時差出勤など、３密

を避ける環境整備や、イベントや会合等の開催に当たりましても、人との

間隔を十分確保し、段階的に実施していただきますようお願いいたしまし

た。  

一部の地域を除いては、全国的に感染者数が減少傾向に転じ、徐々に事

態が収束しつつあるところではありますが、今後は、第２波、第３波の感

染拡大が起こるとの見解等もあり、再び、感染者の増加スピードが高まれ

ば２度目の緊急事態宣言発出の可能性もあるとされております。  

本市としましては、その場合に備えて、本市の皆様に対する感染症対策

についての継続した啓発活動に加え、更なる受入病床の確保や検査体制の
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拡充など、県や医師会をはじめ、関係機関と連携して、鋭意取り組んでま

いりたいと考えております。  

また、市立小・中学校等に関しましては、感染拡大を防止し、児童生徒

の生命や安全確保を第一とする考え及び学習の保障の観点から、５月

１１日から５月１７日まで臨時休業を延長しておりましたが、その間新た

な感染者の発生もなく、予定通り５月１８日から学校を再開いたしました。 

学校再開にあたっては、登校前の検温や入念な健康観察をはじめ、マス

ク着用や咳エチケット・手洗い・教室の換気・校舎内の消毒の徹底、学習

活動における３密を避ける工夫等の感染症防止対策を講じることに努めて

おります。  

なお、４月以降１４日間にわたって授業を実施していないことから、児

童生徒の学びの機会を保障するために、夏季休業期間を短縮し、１３日間

程度授業を実施し、学力保障に努める所存です。  

また、中学校の部活動におきましても、感染症対策を講じたうえで５月

１８日より活動を再開しております。なお、６月中旬に予定しておりまし

た中学校体育大会につきましては感染症対策及び熱中症対策を講じたうえ

で、７月２２日、７月２５日から２９日に延期のうえ、実施いたします。  

次に、本市経済対策としての市内企業等への対応でございます。  

本市におきましては、状況に応じ、３段階での支援を実施しているとこ

ろでございます。  

第１段階では、国の経済対策開始までのつなぎとして、特に影響が大き

い飲食店等に対する緊急支援給付金の実施等を行っております。  

また、続く第２段階として、国の補正予算成立を受けて、全市民一律の

特別定額給付金事業を実施するとともに、感染症対応に従事している医療

従事者の方のリフレッシュのための食事提供事業などを実施してまいりま

した。  

なお、第１段階、第２段階の各施策につきましては、甚大な影響を受け

ている事業者等への支援の緊急性などから、機を逸することなくスピード

感を持って取り組むことが必要であるとの判断のもと、専決処分により実

施をしたところでございます。  

さらに、第２段階・安定化支援段階の第２弾としまして、新型コロナウ

イルス感染症の影響が幅広い業種へ及んでいる状況を踏まえ、財政調整基

金の取り崩しなどにより財源を捻出し、議会のご理解・ご協力のもと開催

いただきました５月臨時会において全業種を対象とした給付金などにつき
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まして承認をいただきましたことから、スピード感を持って給付事務等を

進めているところであり、５月２８日には１回目の給付を行ったところで

ございます。  

また、特別定額給付金事業の給付状況でございますが、オンライン申請

の受付を５月１日から開始しており、５月２２日に第１回目、５月２９日

に第２回目の給付を行ったところでございます。郵送申請につきましては、

５月２０日に申請書を発送しており、６月５日から随時給付開始というス

ケジュールとなっております。  

今回の定例会におきましては、先に述べましたとおり、第３段階となる

計画的支援段階として、特別定額給付金による２４８億円を市内で消費い

ただくよう、全市民を対象とした過去最大規模の「させぼ振興券」発行事

業を含む経済対策を提案させていただいております。  

なお、今後の展開につきましては、５月２７日に閣議決定されました国

の第２次補正予算などを活用し、実施する予定としております。  

議員の皆様はじめ市民の皆様、また、事業者の皆様には、これまでの間、

外出や営業の自粛など、感染拡大防止に当たりまして多くのご理解とご協

力をいただいたことに改めまして心より感謝申し上げます。  

本市におきましては、４月１８日以降感染者の発生はみられないものの、

この新型コロナウイルス感染症の収束には長期間にわたる継続した取組が

重要であり、気を緩めると再度感染拡大を招く可能性も否定できません。  

つきましては、市民の皆様には、引き続きマスクの着用や手洗いの励行、

密閉・密集・密接の３密を最大限避けるなど、お一人おひとりが「新しい

生活様式」を実践し、日頃から十分な感染症対策を徹底していただいたう

えで、市内での買い物や飲食、イベント等への参加など、日常的な経済活

動の再開についても、積極的に取り組んでいただきますよう、改めてお願

いいたします。  

 

【製造業の設計・開発拠点の立地決定について】  

この度、東京都中央区に本社をおく、新日本無線株式会社が本市への立

地を決定されました。  

新日本無線株式会社は、半世紀以上にわたり半導体集積回路等の電子部

品を製造されており、今後もＩ oＴやＡＩを活用したスマート社会の実現に

向け、大きな成長が期待される企業でございます。  

本市における業務内容は、電子部品の製造に伴う設計及びソフトウエア
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の開発業務であり、５年で２３名の雇用を計画され、今年度卒業予定の工

業系の高校生などの採用に向け準備を開始されております。  

就職に伴う若者の流出を抑制するためにも、工業系人材を積極的に採用

いただける企業の立地は大変喜ばしく、引き続き関係機関と協力し、人材

確保や円滑な操業に向けて、可能な限り支援したいと考えております。  

今後も、長崎県及び長崎県産業振興財団のお力添えをいただきながら、

企業誘致活動に積極的に取り組んでまいりますので、議員の皆様におかれ

ましては、引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。  

 

以上、新型コロナウイルス感染症に係る対応状況等及び市政の重要事項

について報告申し上げましたが、今後とも、市政全般にわたり、議員皆様

方からご意見、ご提案を賜りながら市政を推進してまいりたいと存じます

ので、何とぞよろしくお願い申し上げます。 


